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力合校区自治協議会

会長　安井正春さん

南部まちづくり
センター（南区）

「
力
合
校
区
防
災
健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
開
催

地
域
の
防
災
ポ
イ
ン
ト
を
確
認

消
火
訓
練
や
炊
き
出
し
体
験
も

　
近
年
、
県
道
　
号
熊
本
港
線
周
辺

５１

の
宅
地
化
が
進
み
、
さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
西

熊
本
駅
の
開
業
で
交
通
の
利
便
性
が

向
上
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
口
が
増

加
し
て
い
る
南
区
力
合
校
区
。
一
方

で
、
昨
年
の
熊
本
地
震
で
は
校
区
内

の
一
部
地
域
で
液
状
化
に
よ
る
被
害

な
ど
も
発
生
し
、
地
域
の
防
災
に
対

す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
う

し
た
中
、
校
区
自
治
協
議
会
で
初
め

て
企
画
さ
れ
た
の
が
、「
力
合
校
区
防

災
健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」で
す
。

　
　
月
３
日
、
同
校
区
の
力
合
小
学
校

１２
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
開
催
さ
れ
た

「
力
合
校
区
防
災
健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
」
。
校
区
の
住
民
だ
け
で
な
く
、
校
区

内
に
職
場
が
あ
る
人
も
参
加
で
き
、
当

日
は
約
１
５
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
、
健
康
増
進
は

も
ち
ろ
ん
、
防
災
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
、

防
災
意
識
を
高
め
、
さ
ら
に
災
害
な
ど

の
際
に
、
声
掛
け
や
助
け
合
い
が
し
や

す
い
よ
う
に
親
睦
を
深
め
る
と
い
う

供
一
石
三
鳥
僑
を
狙
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
参
加
者
は
、
午
前
９
時
半
に
力
合
小

学
校
を
ス
タ
ー
ト
し
、
地
域
に
残
る
史

跡
を
見
学
。
白
川
河
川
敷
で
は
、
休
憩
を

兼
ね
て
白
川
の
改
修
工
事
や
過
去
の
氾

濫
（
は
ん
ら
ん
）
被
害
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
、
消
火
器
の
操
作
や
放
水
を

体
験
す
る
消
防
訓
練
も
行
わ
れ
、
約
４

㎞
の
コ
ー
ス
を
２
時
間
掛
け
て
供
完
歩
僑
。

到
着
後
は
、
参
加
者
全
員
で
ア
ル
フ
ァ
米

と
だ
ご
汁
の
炊
き
出
し
を
食
べ
て
、
予
定

を
終
え
ま
し
た
。

　
参
加
者
も
、「
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は

地
域
の
つ
な
が
り
が
大
事
。こ
う
し
た
イ

ベ
ン
ト
で
顔
見
知
り
が
増
え
れ
ば
」「
白

川
の
治
水
の
歴
史
な
ど
を
知
り
、
防
災

に
つ
い
て
考
え
る
い
い
機
会
に
な
っ
た
」

な
ど
、
災
害
へ
の
備
え
と
地
域
の
助
け
合

い
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
準
備
段
階
か
ら
自
治
協
議
会
で
の
打

ち
合
わ
せ
や
、
関
係
各
所
と
の
調
整
に

関
わ
っ
た
南
部
ま
ち
セ
ン
の
甲
斐
怜
志

さ
ん
は
、「
力
合
校
区
は
新
興
住
宅
地
を

は
じ
め
、
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
の
予
定

も
あ
り
、
子
育
て
世
代
が
多
い
地
域
。そ

う
し
た
方
々
に
も
今
回
の
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
、供
ま
ち
づ
く
り
僑
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
地
域
が
活

気
づ
け
ば
」
と
、
今
後
の
継
続
に
期
待
を

寄
せ
て
い
ま
す
。

健
康
増
進
を
図
り
、
住
民
の
親
睦
を
深
め

防
災
意
識
も
向
上
で〝
一
石
三
鳥
〟！

参加した子どもたちは、“ちびっこ消防士”に変身し

て放水体験！

今回、力合校区では、子どもたちも

楽しめるようにと、休憩の際にお

菓子を配ったり、放水体験などを

企画しました。こうしたイベントを

継続して行い、地域内の親睦がま

すます深まっていけばと思います。

校区内を流れる椎田用水路沿いを歩く参加者たち。親子連れの若い世代も多数参加

南部まちづくりセンター（写真左から）

堀田優里さん、甲斐怜志さん

所長　菊地　徹さん、岡内ゆりかさん

災
害
時
に
も
の
を
言
う

〝
助
け
合
い
〟
を
育
む
に
は

互
い
の
顔
を
知
る
こ
と

　
力
合
校
区
は
近
く
を
白
川
が
流
れ
、
地
域
の

ほ
と
ん
ど
が
低
地
の
た
め
、
地
震
だ
け
で
な
く

水
害
に
対
す
る
備
え
も
必
要
で
す
。
今
回
企
画

し
た
「
防
災
健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
は
、
以
前
ラ

ジ
オ
で
知
り
、「
力
合
校
区
で
も
、
ぜ
ひ
や
っ
て
み

た
い
」
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
具
体
的
な
プ
ラ
ン

を
立
て
る
段
階
で
は
南
部
ま
ち
セ
ン
に
も
協
力

を
仰
ぎ
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
関
わ
る
各
所
と
の

自治協議会代表者との打ち合わせの様子

調
整
な
ど
で
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
昨
年
の
熊
本
地
震
を
経
験
し
、「
災
害
時
に
何

よ
り
も
大
切
な
の
は
隣
近
所
の
助
け
合
い
」
だ
と

痛
感
し
ま
し
た
。そ
の
た
め
に
は
、こ
う
し
た
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
が
自
分
の
住
む
地
域
の
こ
と
を
知
り
、そ
こ
に

住
む
方
々
と
〝
顔
見
知
り
〟
に
な
っ
て
お
く
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

仕事を楽しむチームワークの良さで

“気軽に立ち寄れる”まちセンに　！

地域担当　松村　悠さん

　託麻まちセンが管轄する６つの校区内には、東区の人口の４０％を

超える約８万人が暮らしており、そのエリアを地域担当職員３人で

回っています。北里隆佳所長のモットーである「職場が楽しくなけれ

ば、仕事も楽しくない」を実践すべく、自称「まちセン１（いち）のチー

ムワークの良さ」で地域の皆さんの信頼を得るために頑張っていま

す！　また、まちセンは“市行政の最前線”でもあるので、住民に気軽

に立ち寄っていただける集いの場になることで、市役所を身近に感

じてもらえるようにしたいですね。

地域のシンボル「託麻三山」

をバックにポーズ！

公民館班と共用の事務所は

“人口密度”高っ！

古代の人々も暮らした山で

八十八ヶ所札所巡りができる！？

　託麻地域には、戸島山、小山山、神園山と

いう３つの低山があり、総称して「託麻三

山」と呼ばれています。それぞれの山麓から

は、旧石器時代の人々の営みの跡も見つか

るなど、歴史的にも貴重な山です。

　また、三山とその周辺には、「託麻新四国

八十八ヶ所」という札所が設けられていて、

毎年４月にはこれらを巡るイベントも開催

されています。健康づくりも兼ねて、皆さん

も一度足を運んでみてはいかがですか。

毎回１００人程度が参加する

「たくま八十八ヶ所巡り」

「巡拝の手引き」では、

由来や札所の場所も

詳しく解説

　市内各校区で行われたさまざまなイベントの

様子や、これから行われる催しの情報を、まちセ

ンとの関わりなども交えて紹介します。

城南地域の“若手”が

未来を語り合う

活力あるまちづくりの

基本は“健康”

【城南地域ブランド力向上委員会】

　城南地域で日頃からまちづくり活動や各分野で活躍して

いる２０～４０代の約２０人が集まり、「城南」をいかに内外にア

ピールするかを語り合うために設立された『ＴＥＡＭ城南

ワンダホー』の初会合。年度内にアンケート調査や行動計画

作成を行い、次年度から本格的にプロジェクトを始動させ

ます。南区地域復興まちづくり支援事業として行われる同

会。果たして、どんなアイデアが出されるか楽しみです。

問城南まちづくりセンター　緯０９６４（２８）２２６０

【向山校区歴史探訪ウォーキング】

　向山校区自治協議会が、「安全安心のまちづくりは一人ひ

とりの健康から」を合言葉に、年数回実施している健康ウォ

ーキング。その一環として、校区の歴史を知り、魅力を再発

見する「歴史探訪ウォーキング」が開催されました。参加者

は、史跡を巡りながら地域の歴史について学んだ後、ゴール

の向山小学校では健康チェックを受け、おいしい、アユだし

だご汁で体を温めました。

問中央区まちづくりセンター　緯０９６（３２８）２２３２

●熊本市地域政策課　緯０９６（３２８）２０３１（月～金曜・８：３０～１７：１５）、chiikiseisaku@city.kumamoto.lg.jp

●南部まちづくりセンター　緯０９６（３５８）１８７７　●託麻まちづくりセンター　緯０９６（３８０）８１１９


